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３．中越地震のメカニズムと特質－断層モデルの概念図

発生 緯度(Lat) 経度(Lon)
長さ(L)
[km]

幅(W)
[km]

深さ(Ｄ)
[km]

走向角度
(Strike)
[deg]

傾斜角
度(Dip)
[km]

すべり角
度(Rake)
[deg]

すべり量
(Slip) [m]

マグニ
チュード
(Mw)

本震 2004/10/23 37.40 138.96 20.6 10.2 2.8 210 53 92 1.82 6.6
余震１ 2004/10/27 37.27 138.96 9.6 4.2 9.8 24 34 81 0.52 5.8
余震２ 2004/11/8 37.42 139.00 9.1 4.6 3.3 209 39 102 0.27 5.6
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３．中越地震のメカニズムと特質－活発な余震活動

震度５弱以上を観測した地震
ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ 最大震度

10月23日 17時56分 6.8 7
17時59分 5.3 ５強
18時03分 6.3 ５強
18時07分 5.7 ５強
18時11分 6.0 ６強
18時34分 6.5 ６強
18時36分 5.1 ５弱
18時57分 5.3 ５強
19時36分 5.3 ５弱
19時45分 5.7 ６弱
19時48分 4.4 ５弱

10月24日 14時21分 5.0 ５強
10月25日 0時28分 5.3 ５弱

6時04分 5.8 ５強
10月27日 10時40分 6.1 ６弱
11月04日 8時57分 5.2 ５強
11月08日 11時15分 5.9 ５強
11月10日 3時43分 5.3 ５弱

地震発生日時

※１０月２３日午後５時５６分～１１月１０日
午前５時の記録

被害総数
人的被害 死者 ４０人

重軽傷者 ２７６１人
住宅被害 全壊 ８１７棟

半壊・一部損壊 １７９９２棟
そのほかの被害 道路 ５９２７か所

崖崩れなど ４４２か所
※１１月１２日午前９時現在の記録
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３．中越地震のメカニズムと特質－震源域の地殻構造推定断層図

→★は本震、○は余震分布。ボーリング資料は、「長岡」図幅（地質調査所
、１９９２）、日本の石油・天然ガス資源（１９９２）による。

34

３．中越地震のメカニズムと特質－震源断層の空間配置概念図

→空間配置の大まかな概念を示したもので、破壊領域も含め正確な表現ではない。
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３．中越地震のメカニズムと特質－活褶曲と断層ができるまで

36

３．中越地震のメカニズムと特質－小千谷地域の活褶曲の断面図
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３．中越地震のメカニズムと特質－東北日本の模式断面と地殻流動域

：地殻流動およびマントル流動の予想される所

：脆性破壊である地震の起こる所

：地殻流動およびマントル流動によるすべり面
－変形の著しい変成岩が形成されている－

38

３．中越地震のメカニズムと特質

－日本海東縁部における
大地震と地震空白域

→海溝型地震のうち日本海東縁部
で発生する地震の評価対象領域と
過去に発生した地震の断層面
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３．中越地震のメカニズムと特質－褶曲地震の特徴

○震源が浅いにもかかわらず、地震の
際にすべった断層が地表に現れにくい。

○数十万年～数百万年以内にできた
新しい背斜構造下で起きる。

○地震発生の度毎に、褶曲の背斜軸に沿って
顕著に地殻が隆起する。

○余震活動はきわめて活発で、本震の断層上
で発生するだけでなく、その断層の上下および
縁辺に広がって発生する。

○軟弱地盤に覆われた丘陵地、中小河川の沢という
褶曲地形の特徴は、地震による災害を生みやすい。

40

４．その他の地震（兵庫県南部地震）
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４．その他の地震（兵庫県南部地震）

－六甲山地～大阪湾の模式断面図と兵庫県南部地震による上下変動

→六甲変動による第四紀の変動像a)と、兵庫県南部地震による
変動b)は、スケールこそ違うが同じ傾向の垂直変位を示す。これは今回の

地震が六甲変動の一環であったことを示唆するものである。

42

→８６８年の播磨の地震（Ｍ７．１）を起こしたとみられる山崎断層と兵庫県南部地震で
活動した淡路－六甲断層系は、東西圧縮応力場における共役断層と見なされる。岩石
の供試体に軸圧を加えると、これとちょうど同じようなせん断面が形成される。
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４．その他の地震（兵庫県南部地震）

－１９９５年兵庫県南部地震の断層
モデル（下）とそのすべり量分（上）
（吉田他、１９９６による）

44

４．その他の地震（兵庫県南部地震）

－淡路島横断模式断面図（反射法地震探査、余震分布による）

→ＴＡＳＰ計画によって得られた淡路島横断模式断面図
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